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報告書（本一部協力記載あり）

□取り組みの概要・目的

戦後直後の神戸に残された生活・生活空間資料としての戦
災資料として、特に画像・映像資料に注目、整理した。

→報告集『＜神戸空襲を記録する会＞の戦災アーカイブ(A4,82頁,2024.3発行）』に収録

→新たな実践として、市民とともに読み解く試み開催
・2023.11.20地域の歴史グループとの「防空壕」画像（米国戦略爆撃調査
団報告書掲載ー研究代表者による調査・入手）をめぐる意見交換会

→さらに長田映画資料館
での市民向け
上映・解説のシンポ開催

上映とシンポの様子


